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単売の私らい

タブ、V ツト端末の活用をとおして基本的な技能を身につけ，グループ3での話し合しA活動マグ，；：：；－le;

における攻撃や守備の作戦；を茸える乙とができる。

2 ；受業の構想

( 1）子どものとらえについて

吹の記述は本単元の導入で「あなたはソアトボー／！ノの授業が好舎ですかJどし、う質問に対する回

答である。

「ーに~瓦；；E=-0子玉三子三一子y~~－~~~］
実際にベーアボーノレ型のスポーyを経験Lt：： ととのある生徒は少なぐ 3 ブアトボーノレの恥駄もほ

とんどない。また，乙才しまで実施した単元や体力テストの結果から，按力には丞問の距離を投げる

ことゃある程度正確にコントローノレずる場面において課題が多〈見られた。ととろが，「大嫌い・

鋭レj と答えた生徒が♀ノ＼であるのに対し3 「好き。大好きJと答えた生徒は12人であり 9 比較的

ソフトボールへの関心は高いと考えられる。また，ハンドボーノト¢単元では次¢ような記述が見ち

襲九？と。

「三Zな と 声 一i証ι正一協J；一一一 プレイできたので、ノ＼ンんーノレは今までになく楽しか三

I 7乞です。他の競技でも，今回のように訳患を見つけてずームで練習していきた11吋す。 I 

I （生徒A) I 

このように球技！こがーする生徒の悶心は強ぐ｛中日と協力をして来しみながら宵己やチームの課題

を克服していさたいと思ってし1る。

またヲ九千／ドポー／しの授業でほ仲間と協力して作戦を考え練習やゲームに取り組討ζ とで，グ

yレーブの一員としての連帯感や所属鹿合味わいラ運動に対する意散を高めてきた。

本単元ではとのような意欲を大切にしヲパット探作や投球動作の主；本的ft,技能在、Fプレット端末

の活用や仲間とι官官し合い活動などをとおして身に付けメ守備を打ち鼎す打撃面での作戦去三！？え

がh 練習や之ニゲームに仲間と協力して臨む姿を期待したド。

(2）本半:TT；の内容と体育コ保健体育科で者える間いをもち追求す己主とω謁わU！とついて

八トース京一／レ型心運動ではぺ；Tつ。抄げる 8 走忌などの基本的な技能。D習得に加えラ複雑なんー

／レを選向干し，個々の技能や相手チームグ〉守備泣置・守備範囲に応じて成功する桔才、め高い攻撃ω作

戦を考えるととろにおもしろさが＆るヮまたヲー人（乃：7席をチ」ム全員で応接するとどがマ？き，連

帯感や所！毒！煎を吊j見ること戸で吉ぞ；（＇.いう｛§lj百ち主って？、で。

ソア！ポールでは，ノ：ット操作やポーノLj楳i乍など（1'基本的な技能が身に付u、でIrtたtうれば汁

ムその 1t)のの成立は碓しい。ととでしノ1ら基本ωな拡諸とは，「ベッいの重さに悟ら；j-1.むとをむくラ

←ノレにノ〈仏トを当てることができる」ことラ「ゴロは｛；.：cコ前で止め9 拍tlf主け、正しし、プオー｝ムで

送球すもることがで、きるj こふそして「走者は正しい走路そ走るととができ雪る」とどマあ弓。

芸本的な技能υつ習待をするためiら客観的な資料と Lてタブレツト端末や沖内のブドバイス
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用する。本単元の第 1次では，打撃擾位のミニゲームから守備における基本動作の習得の必要性を

考える。第2次ではヲ前半に守備動作の習得と守備優位のミニゲームを行う。ここで，打撃におけ

る基本動作の習得の必要性を考えう後半の打撃動作の習得へとつなげる。また司技能習得の際に

はq タブレット端末を活用して仲間とアドバイスをし合うことで自己の課題が可視化されP より課

題解決しやすくなると考える。第3次ではヲ守備優位のノレーJI,,,を設定することで「どのようなスイ

ングをすれば出塁できるのか」「どのような方向に打てば得点できるのか｜などの問いが生まれる

であろう。その問いに対して「守備の間をねらう」「速い打球を打つ」などの個々や集団での新た

な解決策が見つかりラよりよい作戦を見出していくことができるであろう。また仲間と作戦を立て

る時聞を設けることでラ連帯感や所属感を高め学習への意欲も伸びるであろう。

(3）本単元の内容！こおける開いをもち追求する姿を育成するための具体的な手立て等につい

本単元では司基本的な技能の中でも特に打つことに重点を置いて指導をしていく。初心者が多い

ことと仲間との連帯J惑を大切にしたし、という生徒の実態からラ確実に一人一人にプレイする場が確

保でき，仲間から応援される場面が「打つ」ことにはあるからである。またラ守備は打球によって

様々な捕球姿勢や投球姿勢が予想され9 習得するための難易度が高い技能である。一方で，打撃動

作はT台を使用することによりラ止まったボー／レに対するスイングの軌道や力強さを生徒が考えな

がらしやすい。またヲ単純にボールを思い切り飛ばすと気持ちがよくラ運動する心地よさや楽しさ

が感じられる。またヲ単元全体を通して投動作のドリノレを取り入れ，正しい投球フォームと捕球動

作を継続して指導していきたいと考えている。事前のアンケート結果によるとラ生徒たちは複雑な

ノレールや硬いボーノレへの不安を感じていることから9 ルーノレを簡略化することと道具は柔らかい素

材のものを使用する。

3 震関言十闇 （金12時間）

次 主な学習 時 具体的な学習＠内容

．ソフトボーノレのイメージをつかむために動画を視聴する0

．学習の方法や授業のノレールを知る。

－試しのゲームを行う。

・正しい投球動作や捕球姿勢在学び練習なする。

。自己の課題に応じた解決方法を選び奇練習に取り組む。

＠投動作を含むタスクゲームやメインゲームで習得した技能を試す0

．正しいスイング動作を知る。

－自己の課題に応じた解決方法を選び，練習に取り組む0

．打撃動作のタスクゲームで習得した技能を試すっ

ソフトボールについ
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。ゲームに向けて，

－グノl〆ープの課題を知り，その克服に向けて提示された練習メエューから選

＠学習した技能を発揮してグ／レ」ーブ。でどのよう

るいは得点できるのか，などの作戦を考える。

されないか，あ
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('1) 明確iこし つなげる

ベースボー;l,型の運動ととおして生徒たちにつけさせたい力のーっ

備者の言語きがあるc 言い換えれば「カパーリング」である。本単元で
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セカンドベースのカバーリングをしておりヲダブノレブO レーを狙った：i宝珠が逸れたのを止めるという

プレーを取り上げた。ボールを持たない時に起こりうるプレーを考え

ボーノレ型だけではなくネット型やゴール型の運動にも必要とされるものである。

ゲームを中断してでも生徒の動きを全体に広げることで，よりボー，1／を持たない時の勲三を

するようになった。この学習によってヲ他の運動をするときにもこうし的川町れ，ることで勺

生徒たちはより発展的な学習内容を経験することができるであろう。

(2）自身や集団の課題に対して聞いをもち高めていく学び合い

①守備動作の学び合い

第2次は2段階に分けて技能の習得に取り組んだ。まず第 1

次のふりかえりから9 生徒たちは技能の習得の中でも「守備J
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の能力を身につける必要があると感じている。そこで，守備に I Eιυ 
おける技能の向上を目指すためにラタフ守レツト端末の活用や仲 I 議15

聞のアド、パイスをとおして自分の動きを可視化しヲスムーズな I m io 

動きを身につけた。そのスムーズな動きを習得する過程でp 生 I s 

徒の困り感に対応する運動感覚的に類似した動きを組み込んだ I o 

練習方法を提示し，自分に合った解決方法を下のようなチャー I D E F G H 

ト式で選訳できるようにしたところヲ右のグラフのようにボ－ I ゑ学習前

ノレの飛距離が向上した（図 1)。 図 j

自分の動作を可視化することで生徒自身が「よりスムーズな動きをするためにはどうすればよい

だろうか」という問いをもち，そのためには身体のどの部分をどのように動かせばよいかを仲間と

アドバイスし合いラ互いに高め合おうとする姿が見られた。このようにラスムーズな投球動作を生

徒自身が問いをもって互いに追求した結果，ボーノレの飛距離が伸びたといえる（図 2）。
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［ 特別ノレーノレ

（攻撃面）

ホ攻撃はすべてT台で行う。
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見L，よりスムーズな動作へ近づけるための方法を追求するようになると言える。ま

飛距離の伸びからも分かるようにラスムーズな身体の動かし方が「わかるJように

際にボールを投げた時に生徒自身が「できるJを体感ずることができると言

(3）聞いが連続する教師のはたらきか

ソフトポーノレを学習する意義はヲチームの現状を把握し

上で「得点する」あるいは I失点しない」

する生徒の姿を期待するからである。第3

「得点する」「失点しな

徒の姿を期待レて句これまで生徒たちが習得した技能

場を設定し，チームとしてどのような動きができるように

るとよいかを考えた。生徒の実態に応じた特別ノ）／ーノL〆を生徒

とともに考えて設定し，ゲームを通して「どのような打球

打てば出塁できるのかJや「どのように守れば失点を少なくできるのか」をチームで考えた（国4）。

その作戦を実行するための練習をチームごとに行う中でヲスイングや送球動作を見て守備位置や打

！｜慣を試合直前まで検討するチームもあり，ゲームに勝wつために具体的な作戦を考える姿が随所に見

られた。またヲ相手の守備を崩すためにどこにどんな打球を打てばよいかを考えたところ，「守備

者のいないところや守備の間を狙って打っと良い。」や「ランナーがいない時は三塁側を狙うと出

塁しやすい。」などの具体的な打球のイメージをもち，そのためにはどのようなスイングやポイン

トで打っとよいのかを考え練習に取り組んでいた（図 5）。さらに9 「ランナーがいる場合は，自分

がアウトになっても進塁させるのも良い。」という考えも出てきてヲよりチームを意識した作戦を

立てるようになった。授業が終わっても自発的に作戦会議をしているチームもあり 9 学習への意欲

が高まっていることを感じた。
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から扇形の部分でボール’が止まるとアウト。
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②打撃動作の学び合い

守備における技能が向上したところで，第 1次の「ならびっこゲーム」を再度行った。ゲーム後

には生徒から次のようなふりかえりの記述がみられた。

これからはパットで打つ練習をたくさんしてい

（生徒K)

だからう＠私はパットで打つのが下手でした。

くことが必要だと思いました。

日間！ルを
f
i
l
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そこで打撃における技能を習得するためにう守備同様に下のようなチャートを用いてスムーズな

スイングを身につけるために生徒の困り感に対応する運動感覚的に類似した動きを組み込んだ練習

方法を選釈できるようにした（国 3）。タブレット端末や仲間からのアドバイスをもとに，スムー

ズなスイングに近づけていく過程では、「00さんはパッティングがすごく上手い！打つ前にヲ片

足を上げていました。」や「今日の発見はボールを見ていないということです。自分で、は見ていた

つもりなのにー指摘されて初めて気付いたので新しい発見でした。今日は課題であった軸を克服

しました！」などヲどのように身体を動かせばスムーズなスイングに近づくのかをヲ生徒自身が間

いをもって互いにアドバイスをし合いながら追求する姿が見られた。
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これは単元のふりカ：えPのー音f；であるつこ（丈、内容かわち分かるよろに匂生徒たちは仲間のアドハ

ノiスマチームでの作戦会議をもとに投能や戦術を身ピ付け介こ t，「問11>J をもう三とでよりよいu

作戦を検討しようとする姿から学習ヘ¢意ぜそが向上したこと．さ色、？こ経験したことりない競技

件、をもつことがヤきた三となど＇；との員元を通してさまざまな恥穫がめ勺たといえろ。特にタブ

レヅ卜端末の活用や仲間¢アドバイスはラ自分の動ぎな可規！として課題守明らかにするととも

よわスムーズボ；効率のよ付言動f判 tー近づけるために役立ヮていた。またq チームごとに作戦会議を設

定すξことでシ攻撃や守慌におけるよりよい作戦を考えヲヂーム内で教え合いそ日発的にすること

きたれ主ら？とう γウトヤ点数を取るたび、にイヰi習とハ，，I：タ γヂギそして喜ぶ生徒の姿そ見て，作戦

どを通してどのように動吋ばよしづλを「わかるJこkがヲ練習や試tぎを返して「できたJに

の結果仲間との連帯感や達成J惑がらまれfて「楽ししい，j と感じるのだと改めて実感しりてバ2：一

も九少し研究する必要があることマあろ。授業内では課題解狭

こ土で多少の技能向J－は見色れたものの‘もう φし打球の速度iや

ることができなかヮたことが課題である。~.，、の生徒は「でさえJ ::::.. 

もう少し工夫して学習す.~ 左技能が仲びたと感じている生徒もおりヲ

して「できたJを実感できるようか授業づぐり，よしていきたいと考

た。

課題と Lてはち打撃動作のコツ

iむけた動作をい〈りか提示し

飛距離の点で変化を感eき

とな実感しているがヲ中

生徒の誰もが「わかる」

生徒の「わかやJが「できた」にりな

とJ惑じるごとができるよフな授業
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今後も9 動作の可視イじゃ教師のはたらきかけ往左おレて，

るよ i そして生涯スポー－＇？ i刀視点からも通勤が「主主L，い｜
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